
十
日
ま
つ
り
の
呼
び
名
で
親
し
ま

れ
て
い
る
「
赤
崎
祭
り
」
が
、
９
月

９
日
と
10
日
の
両
日
赤
崎
山
周
辺
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
日
に
は
、
11
月
の
国
民
文
化
祭

や
ま
ぐ
ち
「
地
芝
居
の
祭
典
」
に
出
演

す
る
俵
山
中
学
校
生
徒
に
よ
る
三
番

叟
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、

艶
や
か
な
衣
装
で
、
独
特
の
せ
り
ふ
や
立
ち
回
り
を
見
事
に
表
現

し
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
楽
桟
敷
で
は
御
所
原
上
組
下
組
に
よ
る
「
虎
の
子
渡
し
」、

江
良
保
存
会
に
よ
る
「
月
の
前
の
伶
楽
」
の
楽
踊
り
、
湯
本
保
存

会
に
よ
る
「
湯
本
南
条
踊
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

俵
山
中
生
徒
が
三
番
叟
披
露

赤
崎
祭
り
華
や
か
に




